２０２３年度
第12回　栃木県小学生バレーボール選抜交流大会におけるルールの適用
栃木県小学生バレーボール連盟

　　ポジショナル・フォルトは主に以下の場面で発生する。
　　　　◆　サーブを打つ瞬間のブロックのポジション・チェンジ
◆  サーブを打つ瞬間のセッターのポジション・チェンジ
◆　バック・プレイヤーの攻撃参加
◆　バックからセット・アップしたセッターのトス・フェイント
　　これらの反則をゲーム中に適用するには、高度な審判技術が必要である。現状では、　関東大会に派遣可能な本連盟の審判委員会の多くの委員でさえ、短期間の研修でこの技　術を習得するには無理がある。ましてやチーム・スタッフが習得するには。推して知るべしである。
　　従って、子ども達には、反則をしないような指導はするが、ゲーム中そのような場面　が発生しても、口頭で注意をすることにとどめ、反則としてとらない。

　　ポジショナル・フォルト以上にダブル・フォルトを適用することは難しい。実際に、　栃木県バレーボール協会主催の「B・C級審判資格取得審査会」では、本連盟所属の受　検者は、この反則を実技検査の中で反則として適用できず、上級審判員から指摘されて　いる。
　　従って、ゲーム中そのような場面が発生しても反則としてとらない。
ポジショナル・フォルト　[アウト・オブ・ポジション]





ダブル・コンタクト　[ドリブル]
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